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(27E/a)とA線上の全ての波数領域に対 して得られたL,結果は基本的に実験 とよく合 うが,






































のMのイオン電荷 Cを射 こ変えることによって得られる :
辛
M--X〔R+(号)2lH+HU(I-aUW )~1atMl〕X, (2･2)
ここでU… ∂ap∂…,/e応,a ≡ akBap∂…′,X… aapaK斤′/(mk)1/2;e応,αK,項 まタイプ応(今
の場合陽イオン(C)あるいは陰イオン(a))のイオンの電荷,分極率,質量である;H は
Ke11ermannの結合マ トリックスであり,Rは短距離カマ トリックスである ;添字a(P)は
デカル ト座標 として選ばれた3つの 〔100〕方向のひとつを表わす0
マ トリックスRをきめるために短距離力を限定する :④最近接イオン間ポテンシャルの 1
階と2階の微分係数dV/drとd2V/dr2はそれぞれd(a(r)+u(r))/drとd2(a(r)+u(r))/dr2
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の論文では後者のや り方を採った*.この場合の短距離力/り Lメータ ･A′-(4/rc.)(d2V/









Co Co 一里 土夏 .等 (吾 )23Co


































































e'S,K *･20)K ,Caj ･21)r22)を用いてきめられたOさらにKelermann結合 マ トリックスはHar-
dyとKaroの再計算値 14)を使った｡これらの値 とイオンの分極率 として｡kTKSせ用いて計算 し
た 3つの対称的方向のWが 13結晶に対 し図 111銅こ実験値 13,23-33)と共にそれぞれ与えられ
ている｡イオンの分極率 としてac-aaと式 (2･10,)を同時に満たすものを使っ牢計算値は図
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NaCl,NaBr･NaIのTO(L)モー ドと,NaBrのLA(L)と波数 k - ky-0･4(27C/a)の∬
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